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今⽇は⽣産関数の話をする。 
ちなみに１０⽉の 30 ⽇は休講なので。 
 
⾏動＝⽣産関数 
 
今⽇の、５―２―２というところを⾒てほしい。まず、関数や数学が嫌いな⼈のために、 
 
⼀⼈動員したら⼩⻨の⽣産量が３増えるとして、式を考えたい。すると、Ｙ＝３Ｌという
式になる。こういう式が、レオンチェフ型の⽣産関数という。これ実は中学校で割とやっ
て⼀次関数である。 
 
では、次はどうだろうか？⼀⼈の時１、⼆⼈の時４、三⼈の時９という⾵になった場合、
どうなるだろうか？この倍はＹ＝Ｌ２になる。ご存じ⼆次関数のグラフの正の部分になる。 
 
今⽇話する最も重要な部分は、「限界⽣産物（収穫ともいう）逓減の法則」についてである。 
どんどん次に加えた⼀単位によって増加する⽣産量が減ってゆくという法則である。 
労働者が⼀⼈の時、総算出は１０      ここ試験デルよ。 
    ⼆⼈の時、総算出は２４ 
    三⼈の時、総算出は３９ 
    四⼈の時、総算出は５２ 
この場合において、まず労働の平均⽣産物を考える。これは総算出÷労働者の数となる。平
均⽣産物というのは、総算出÷労働者数で割ったものであるということを覚えておいてほし
い。ということで計算すると、 
    ⼀⼈の時は１０÷１＝１０ 
    ⼆⼈の時は２４÷２＝１２ 
    三⼈の時は３９÷３＝１３ 
    四⼈の時は５２÷４＝１３ 
という感じになる。 
 
問題は次である。労働の限界⽣産物を考える。これが経済学を変えた。限界⾰命という。
つまり、限界⽣産物というのは、労働を追加的に⼀単位増やしたときに、増加する総算出
の量である。 
数字で説明した⽅がイメージしやすい。１０エーカーの⼟地に⼀⼈⽬の⼈を⼊れるとする。



そのときに増加した分はどれくらいかということを考える。すると、１０増えた。なので、
増加分は１０―０より１０。同様に⼆⼈の時は２４―１０＝１４。三⼈の時は３９－２４
＝１５。四⼈の時は５２―３９＝１４。というようになる。以上をまとめると、 
労働の限界⽣産物については、 
  ⼀⼈の時は１０ 
  ⼆⼈の時は１４ 
  三⼈の時は１５ 
  四⼈の時は１３ ということになる。 
 
どうしてこの考え⽅が重要なのかというと、会社を作るときに５⼈の会社にするのか、６
⼈の会社にするのかということを考えるとする。そのときに、例えば⼀⼈の賃⾦を⼀⽇１
０００円とする。そうすると、限界という考え⽅は⼀⼈増やしたらどれだけ限界⽣産物が
増えるかという考え⽅なので、⼀単位が１００円で売れるとしたら、１０⼩⻨×１００円＝
１０００円、１４×１００＝１４００・・・という感じで増やしていって計算した値段が１
０００円よりも⼤きいときは利益が上がるということなので⼈員を増やし続けるというこ
とになる。しかし、このまま増やした場合、答えの価格は下がっていき、やがて１０００
円を下回る。そのときには、もう⼈員を増やしたからといっても利益を上げることはでき
ないということを表している。 
 
例えばバイトでもう⼀時間働くとその分お⾦がもらえるわけだが、そのときに味わう苦痛
とを頭の中で⽐較して、それに⾒合う場合は働こうと考えるわけである。つまり、もう⼀
時間労働を追加的に増やした場合に得られる賃⾦と苦痛を⽐較して、賃⾦の⽅が⼤きいと
感じた場合は働くし、苦痛の⽅が⼤きいと感じれば、働かずに帰るだろう。このように、
追加的に⼀単位増加した場合に、それによって得られる利益の増加幅が狭くなってくる。
これが限界の逓減である。このバイトの例の場合は、バイト代は⼀定なのに、働くほど苦
痛が増すので、だんだん追加的に働いても得られる満⾜が減ってくる。これが限界の逓減
だ。 
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これをグラフに表すと、プリント裏の３のグラフになる。プリント参照。 
限界⽣産物提⾔の法則に合致しない物もある。アリナミンやオロナミン。なぜなのか。 
労働が横軸、縦軸が産出物とした場合の平均というのは、ＯＣ/ＯＡとなる（絵４）。この平
均はグラフにおける傾きになる。 
まぁ、何が⾔いたいかというと、⼀単位追加したときの増加率というのは、グラフにおけ
る傾きに等しいよね？ってことです。⾔葉からしても、数学的に考えれば、傾きに等しく
なるということは予想がつくでしょう？結論から⾔うと、産出量のグラフのある点におけ
る接線の傾きが、その点において⼀単位追加した場合の増加率を表す。これは追加的な⼀
単位の幅をどんどん⼩さくしていくと、やがて接線の傾きになるということからも明らか
である。なので限界⽣産物はその点における接線の傾きに等しいということ、これは覚え
ておいてほしい。 
産出量のグラフは傾いたＳ字状になるので、傾き、つまり限界⽣産物はある点までは逓増
して右肩上がりに上昇するが、ある点を境にその増加率は段々と低下し、やがては逆にマ
イナスに転化し減少していくということがわかる。これが限界⽣産物逓減の法則である（グ
ラフ５）。 
 
 


